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1京都大学高等教育研究開発推進センター 『ライフサイクルと教育Å 2007年度前期 ◎レポー
ト集』2007年､且75頁
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井下理 ｢欲求と役割の葛藤 ⑳統合｣5月 鍋 田､6月 趨b鳳且田
大塚雄作 ｢学びの多様化と教育システムの課題｣6月 望島田b冒月望､9田
さて､それでは前期において当リレ-授業でどのようなことが語られたのか､記しておこうo
授業内容の要約ではなくもティ-チンダ ⑳アツスタン トをつとめた筆者の視点からの記述で あ′}
る｡すなわち滝前期の授業をbさらには一年の授業を､ある意味で特徴づける重要な契機 と し
て滝最初の授業 者 の 松 下 に 焦 点 を あ て た い ｡
松下の 一 連 の 授 業 に お い て 意 識 さ れ た の は 泡 ｢ ラ イ フサイクルと教育｣を語るうえでの時相性
で あっ た ｡ そ こ で は 鴇 ラ イフサイクルとい う 概 念が個火のライフスチ-ジの変遷という意味と
ともに 鴇 社 会 に お け る 健 代の移 り行きという含意もあることを考えさせられた｡そして個人に
とっての教 育 の 問 題 は ､ その個人の属する健代にとっての教育の問題 としての性質を否応なく










いわゆる ｢落ちこぼれ｣ること-の恐怖である｡そして 且990年代以降のポス トバブル期にお
いては､｢学校-行っても仕事がない｣という現実 ⑳理解が偏在しつつ広まるようになった｡
こうした説明のなかで松下はb例えば丸山明宏 (当時)の ｢ヨイ トマグの唄｣をとりあげる｡
歌のなかで描かれノる少年は､差別的な言辞でいじめをうげ､母に泣きつこうと学校を飛び出る｡
しかしその帰路､母が男性にまじって肉体労働をしている姿を偶然因にする｡そこで彼はきび
すを返 し再び学校-向かう｡｢勉強する｣と由らに言いながら｡-ここに高度経済成長期 に 入府
がもっていた学校教育-の思い㌔すなわち教育を通して上昇することの信頼が うかがえる｡ 松
下はそう指摘した｡ しかしなぜそもそも母は男性のなかで厳 しい労働 に従事 しなければな らな
かったのか｡松下の説明は戦争によって若くして夫を失った多くの女性たちの存在へ と及 ん だ｡
教育に上昇への信頼をおくことが右肩止がりの経済という時代の産物であったの と同様 に ､上
昇を強烈に求める動機そのものもまた時代によって産み出された喪失と困窮に根 ざしてい ると
いうわけである｡
松下の提起した議論を追 う段が長くなった｡ しかしその理由はここで喚起された観点が ｢ラ
イフサイクルと教育｣の一年にわたる授業を貫く問題に深く関わっていると感 じているからで


















田中毎実 ｢子ども◎青年 ⑳中年 ◎老年｣且望月3､且0､乱写日､且月冒目
前期の授業に関してはその最初の担当者である松下の議論を記述した｡後期の授業を振り返
る本項目においては､最後の授業者である田中の授業に着目してみよう｡ あえて極端な言い方
をするならば､田中の授業にお け る デ ィ ス カ ッションは､学生が最も困惑した様子をみせたそ
れであった｡表層的には議 論 に お け る 困 惑 と は､歓迎すべからざることであるかもしれない｡
しかし筆者は学生のみせた困惑 に こ そ ､ 田 中 の授業が ｢ライフサイクルと教育｣ の締めくくり
として果たした役割の性質をみる｡
後期に行われた ｢ライフサイクルと教育 遜｣の履修は､前期に ｢ライフサイクルと教育Å｣
に 出席したことを前提としている｡ 十 二月から一月にかけて行われた田中の授業に席を連ねて





同士の ディスカッションを一年間つみかさねてきた当授業の最後におこな わ れ た 意味があった
と筆者は考える｡
具体的な描写に移りたい｡田中の授業はおおよそ二十人弱で行われた｡前 期 は い っときセ十
人になることもあったのに比べると､数段話しやすい規模のはずであった｡形 式はこうだ｡田
































































































































に終わったかどうかの判断は読者に譲るとして､当 授 業 の も つ 多 層的な魅力を改めて感じるこ
とができたのは筆者にとって何よりの収穫であった｡松 下 の 問 い かけのもつ自己言及性は､田
中が一年の締めくくりの議論をするための最初の布石とし て 機能していた｡そうした意味にお
いて､松下の授業は終わりの始まりであった｡また､田中の喚起によって一年の学びを固定化
することが忌避され､学生は松下が主題化していた時代と教育-といよいよ実際に歩みを進め
ることとなった｡ならば田中の授業は始まりの終わりであると言えるだろう｡
筆者は今回第一走者とアンカ-に着目した｡いずれ誰かが別の走者の活躍 を 描こうとしてく
れることを期待したい｡そのようにバ トンを渡して本稿を終えることにしよう｡
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